
款 項 目

2 1 6

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和７年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 防災交通課
予算書(P)目名

災害対策費 70

施策事業名 災害対策事業

事業目的 各種防災対策事業を展開することにより防災体制を強化し、市民の安全・安心な暮らしを確保する。

事業内容

●事業の全体計画
　・訓練の実施、設備の維持管理、備蓄品及び資機材の整備を推進し、防災体制の強化を図る。
●主な事業内容
　◯災害対策事業（実践型の防災訓練の実施、防災減災意識の啓発、防災支援事業の実施）
　　・防災服購入（新規職員分）　　　　　　　　　　　　　　   　 449千円
　　・家具等転倒防止器具取付事業委託費（高齢者等対象に設置） 　 770千円
　　・家具等転倒防止器具設置費補助（器具購入及び設置費用の補助）250千円（R7～）
　◯防災設備管理（防災関連機器等の管理）
　　・災害時緊急情報提供システム使用料（あんしんメール・電話・LINE）3,354千円
　　・緊急放送設備管理委託料（防災ラジオ）　　　　　　　　　  1,045千円
　　・高度情報通信ネットワーク更新工事負担金　　　　　　　　 18,395千円
　◯備蓄品管理（備蓄食料や備蓄品の購入、配備）
　　・備蓄食料及び備蓄品の購入（備蓄食料、保存水等）　　　    7,310千円
　　・避難所環境整備（テント）　　　　　　　　　　　　　　　　  402千円

事業の目標

・防災訓練の実施、防災設備の維持管理、備蓄品及び資機材の整備などの事業を推進し、防災体制
　の強化を図る。
・防災関連機器を適正に維持管理することで、防災機能を確保する。
・適切な補助事業や講座等の実施により、防災の意識啓発と地域の防災力向上を推進する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

97%

防災設備管理 25,607 0 18,300 0 7,307 29%

災害対策事務 7,100 220 0 0 6,880

87%

 - - - - - - - 

備蓄品管理 7,876 1,052 0 0 6,824

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 40,583 1,272 18,300 0 21,011 52%

 - - - - - - 



款 項 目
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Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和７年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 防災交通課
予算書(P)目名

交通防犯対策費 88

施策事業名 交通防犯対策事業

事業目的
市民の交通安全を確保し快適な交通環境の整備を行うとともに、誰もが安全に安心して暮らせる環境
を確保する。

事業内容

●事業の全体計画
　・市民の交通安全の確保や交通環境の整備を行い、安全で安心して暮らせる環境を確保する。
●主な事業内容
　○交通安全対策事務（交通安全に係る啓発活動、各団体が実施する交通安全活動の推進のため
　　の補助金を交付して活動を支援、高齢者免許証自主返納支援事業）
　　・交通安全啓発看板　　　　　　　　　　　　1,100千円
　　・自転車乗車用ヘルメット購入費補助　　    1,600千円
　○交通安全対策施設整備（道路交通の安全とその円滑化を図るために交通安全施設の設置）
　　・反射鏡の保守点検委託　      　　　      1,975千円
　　・反射鏡修繕、区画線改修　　　　　　　　  3,077千円
　　・反射鏡設置、撤去工事　　　　　　　　　    941千円
　○自転車等駐車場管理（駐輪場の適性な管理）
　　・駐輪場借上料　　　　　　　　　　　　　　　431千円
　　・善師野駅南自転車等駐車場法面整備　　　　1,242千円
　○防犯推進（防犯に係る啓発活動、防犯事業実施団体へ補助金を交付して活動を支援、犯罪の
　　発生を防止して安全で安心なまちづくりを推進）
　　・防犯カメラの計画的な設置及び更新等　　　3,392千円
　　・防犯カメラ設置費補助金（町内会等）　　　1,000千円
　　・防犯対策費補助金　　　　　　　　　　　　1,000千円
　　・特殊詐欺防止用電話機器購入費補助金　　　　250千円

事業の目標

・犬山警察署等と連携し、交通安全や防犯の啓発活動を実施する。
・自転車乗車用ヘルメット購入費補助により、自転車乗車時の事故による被害の軽減と交通安全意識
　の向上を図る。
・市民の要望等による反射鏡設置等の交通安全対策、市による防犯カメラの設置や防犯カメラを設置
　する町内会等への設置費の補助等による防犯対策を進め、安全で安心な住みよいまちを目指す。
・侵入盗への防犯対策、特殊詐欺防止用電話機器購入費補助により地域の防犯力を高める。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

88%

交通安全対策施設整備 5,993 0 0 0 5,993 100%

交通安全対策事務 6,628 800 0 0 5,828

99%

防犯推進 8,412 1,000 0 0 7,412 88%

自転車等駐車場管理 2,229 0 0 21 2,208

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 23,262 1,800 0 21 21,441 92%

 - - - - - - 



款 項 目

2 1 11

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和７年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 防災交通課
予算書(P)目名

交通防犯対策費 90

施策事業名 地域公共交通事業

事業目的 交通空白地に居住する交通弱者等の交通手段の確保と日常生活の支援拡充を図る。

事業内容

●全体計画
　・利用者が安全に安心して移動できるよう、運行事業者と連携し、コミュニティバスを運行する。
　　また、岐阜バス明治村線の減便対応として、臨時的に公共ライドシェアを実施し、新たな公共交
　　通手段の調査・研究を行う。
●主な事業内容
　○コミュニティバス（愛称：わん丸君バス）の車両8台、10路線、月曜日から金曜日までの平日を
　　毎日（祝日含む）運行。
　　・コミュニティバス運行負担金    　　　　　　　　89,768千円
　　・わん丸君バス再編業務委託（R8.12に向けた再編）  5,577千円
　○公共ライドシェアの車両1台、1路線、月曜日から金曜日までの平日のみ（年末年始を除く）運
　　行。
　　・公共ライドシェア運行負担金　　　　　　　　　　 2,704千円
　○公共交通網整備基金積立金（道路網整備、鉄道網整備等の公共交通網整備の財源を積み立てる
　　ための基金）

事業の目標
利用者の満足度向上と利用者増に向け、市民ニーズを捉え、利便性の高い総合的な公共交通の在り方
を目指す。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

98%

公共交通網整備基金積立金 1 0 0 1 0 0%

地域公共交通 100,664 0 0 1,525 99,139

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 100,665 0 0 1,526 99,139 98%

 - - - - - - 


